
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2,3 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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教科

【 知　識　及　び　技　能 】 フランス語の初歩的な文法を身につける

外国語

○ ○

○ ○

評価規準

【知】【思】【主】
アルファベを正しく発音できる
発音規則にしたがって単語を発音できる

【知】【思】【主】
名詞の性数を理解する
冠詞の役割を知り、適切に使用できる

【知】【思】【主】
動詞が全人称変化することを理解する
êtreを含む文を適切に運用できる

【知】【思】【主】
形容詞を性数一致させることができる

【知】【思】【主】
avoirを含む文を適切に運用できる

外国語 フランス語

○ ○

○ ○

○

（自作教材）

外国語

簡単なフランス語を使って身の回りのことについて表現できるようにする

異文化に対する理解を深め、物事を多層的にとらえる力を身につける

○

○

○

○

○○

○ ○

【知】【思】【主】
第一群規則活用動詞を含む文を適切に運用で
きる

○

○

態

○

○

○ ○ ○ 8

○ ○ ○

フランス語

○

○

○ ○

【知】【思】【主】
疑問文をつくり、適切に答えられる

【知】【思】【主】
語幹に変化のある第一群規則活用動詞を運用
できる

思

○

○

○

配

当

時

数
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8

第一群規則活用動詞のヴァリエーション
【知】【思】語幹に変化のある第一群規則活用動詞を運用できるように
する
【学】英語との相違点を意識する

第一群規則動詞(manger, acheter,
appeler)
冠詞の縮約

○ ○ ○

○ ○ 8
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知

【学びに向かう力、人間性等】

名詞・冠詞
【知】【思】名詞の性数、冠詞の使い分けを理解し、使い分けられるよ
うにする
【学】英語との相違点を意識する

男性名詞・女性名詞
不定冠詞・定冠詞・部分冠詞
無音のｈ ○ ○

考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

平叙疑問文・疑問詞疑問文
【知】【思】疑問文をつくり、適切に答えられるようにする
【学】英語との相違点を意識する

疑問文の３つの語順
疑問詞
返答の仕方

考査

フランス語

代名動詞
【知】【思】代名動詞の仕組みを理解し、運用することができるように
する
【学】英語との相違点を意識する

2

アルファべ
つづりと発音
【知】【思】フランス語の正しい発音を意識する
【学】英語との相違点を意識する

アルファべの名前と表現する音
母音・子音・鼻母音・連続する母音字と
子音字
アンシェヌマン・リエゾン・エリジヨン

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

基礎的なフランス語の文法・語彙を理解し、フランス語で読み、書き、聞き、話
す、運用能力を身につける。

フランス語を学び、培った情報や考えなどを活用
しながら、視野を広げ、より多角的な思考・判
断・表現ができるようにする。

領域

第一群規則活用動詞
【知】【思】第一群規則活用動詞を適切に運用できるようにする
【学】英語との相違点を意識する

第一群規則活用動詞(chanter,

parler, habiter, étudier)

指示形容詞
○ ○

第
一
学
期

フランス語を学び、培った情報や考えから異文
化に対する理解を深め、自分自身の考えなどを
適切に表現しようとする態度を養う。

第
二
学
期

5

3

第
三
学
期

avoirの直説法現在と運用
否定文・否定のde
年齢の表現
il y a・前置詞
所有形容詞

○ ○ ○

形容詞
【知】【思】形容詞を性数一致を理解し、適切に運用できるようにする
【学】英語との相違点を意識する

形容詞
男性形・女性形・単数形・複数形

人称代名詞

êtreの直説法現在と運用
動詞・être

【知】【思】全人称活用することを理解し、êtreを適切に運用できるよ

うにする
【学】英語との相違点を意識する

○ ○

avoir
【知】【思】avoirを適切に運用できるようにする
【学】英語との相違点を意識する

代名動詞

○ ○

合
計

○ ○

第二群規則活用動詞
【知】【思】第二群規則活用動詞を運用できるようにする。
【学】英語との相違点を意識する

第二群規則活用動詞(finir,
choisir)

【知】【思】【主】
第二群規則活用動詞を運用できる

○ ○ ○ 2○ ○ ○ ○ ○

不規則動詞や基本的な表現
【知】【思】不規則動詞を運用できるようにする
【学】英語との相違点を意識する

時刻の表現・天候の表現
不規則動詞(aller, venir,faire,
prendre, pouvoir, vouloir,
devoir, falloir)
非人称構文
近接未来・近接過去

○ ○

【知】【思】【主】
代名動詞を運用できる

○

12○

【知】【思】【主】
不規則動詞を運用できる
英語との相違を理解し、フランス語での知識
を英語学習に活かす


